
(7月上旬号)

は

一
切
れ
る
'
一
割
問
諒
一
一
一
訂
正
r
J
F
弔
問
昨
日
λ
一一一一一一
一
商
業
調
査
に
御
協
力
守

一日
出
昨
年
一昨
日
間
以

」
d

£

泊

ク

内
一
所
別
役

目
四
一付
長
会
主

国

の

県
、
市
一を
正
し
く
す
る
V

)

会

必
一
て
は
現
在
ま
で
噛
万
財
政
一
町
一

徴

税

な

ざ

に

は

使

い

ま

せ

ん

一;

の

商

業

政

策

が
疋

位

送

付

を

し

て

過

去

戸

也

己

訟

原

，i
G市
お
っ
一
町
、
村
各
議
長
会
。
六
者

一要
で
あ
る
@

一

再

建

D
た
め
地
方
交
付
税

一

一

一

し
い
お
に
導
び
か
れ
る
誌
が
行
わ
れ
る
よ
う
お

レ

へ

惜

し

臨

時

一一

対

立

団

体

の
強
い
要
望
で
法
律
一
つ
ま
内
税
金

で
も
当
然
納
一
事
の
噌
加
、
国
席
柿
助
金
…

1
正

月

五

現

在

で

-秘
密
や
利
害
に
関
す
る
目
一

3
あ
り
ま
す
ο

一閥
い
し
ま
す

2

内

j

y

一
類
ア
-
J村
結
附
一
が
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
一め
な
け
れ
ば
な
ら
在
い
も
一
の
増
額
に
努
力
し
た
緒

…
月

…
全
国

一
滑
に
卸
売
一的
の
た
め
に

は
使

用

さ

れ

言

。
対
象
は
業
態
別
竺
守
、

iの
茶

室

h同
協
防

nu--に
長

大

電
印
一
の
適
用
に
つ
い
て
は
自
治
一の
は
完
納
す
る
。
取
る
も
一
果
、
政
府
も
三
十

一
年
度

…
1
一
小
売
芋
7
ど
を
替
一を
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
す

ま

す

さ

次

の
と
お
り

一吉
日
話
料
金
還
元
率
、
並

I
1
1
1
1
1
1
1一
試

問

問

問

1
1
一刊

誌

口

問

臨

時

一

円

制

品

川

M
J一小

川

ぶ

れ

れ

町

計

百

三

申

告

し

て

く

だ

さ

石

川

{

ハ

製

造

却

は

色

村

国

は

な

の

と

一
商
倒
を
見
て
く
れ
る

の
で
一の
立
前
で
あ
る
が
、
そ
の
一
た
従
来
D
多
額
D
地
方
債

一計
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
一
商
業
。
方
々
に
は
、
調

く
d

一A
昭
和
三
十
一
年
腕
内
産

財

政

再

建

に

明

る

い

見

通

乙

一あ
る
。

一意
味
は
、

増
税
と
い
コ
こ
一
吃

対
す
る
利
子
引
よ
償

一に
な
り
ま
し
た
ロ

一

査
員
か
り
御
手
許
に
調

一②
各
種
商
品
卸
売
業

一

菜

種

の

債

格
差

二
ハ
O

一
O
i
-
--地
財
再
建
法
D
遁
一'と
で
は
な
い
の
で
税
の
完
一
還
期
恨
の
延
長
を
仔
う
と

一こ
の
調
査
は
尚
業
。
実
態
一

査
興
が
配
付
さ
れ
ま
す

一⑨
専
け
品
卸
売
業

一

キ

口
当
り
u

同
川
一
一
明
崎
一
一
一一
刊

紙

一

11v-…一1
県

南

一

リ

ロ

ゴ

訴

訟

附

則

一

F
M吋
向
い
日
昇
と
い
一
計
九
が
今
後
の
方
針
で

一日

げ

な

れ

れ

昭

一

い

何

十

糊

時

計

四

一

問

料

開

れ

川

知

立

業

一

計

川

一

明

op

・

:

:

一

を

行

っ

た

場

合

は

、
市
民

一④
;
:
:
た
付
市
の
場
合
は
一

O
:
:
:お
へ
休
以
上
の
よ
う
一
果
ば
通
商
産
業
行
政
上
の
一
記
入
注
意
事
項
旺
ょ
っ

一⑥

専

門

品

小

売

業

一

二
等

品

五

O
円
増

上

京

の

大

村

市

長

崎

任

了

し

て

も

、

手

三

義
吉

岡
各
位
の
協
力
に
よ
ヲ
一
車
会
情
勢
で
あ
る
が
一
基
礎
と
し
て
、

各
方
面
か
一
て
商
業
者
自
宅
記
入
一⑦
製
造
小
売
業

一

コ
一品
等
建
値
(
基
準
〉

ー

一

務
は
当
然
進
ん
で
果
し
て

一
て
数
年
来
、
既
に
凡
ゆ
る
一
ら
今
後
は
市
再
建
の
目
途
一
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
重
要
一
し
て
く
だ
さ
い
0

.

③
飲
食
庖

ペ
庶
務
説
Jv

一
間
等
品
七
五
円
引
き

大
村
市
長
は
、
全
国
市
長
会
出
席
そ

の
他
諸
般
の
中
央
折
衝

の
た
め
上
京
中

一貰
う
よ
う
に
積
倒
的
陀
協
一節
約
を
し
て
来
て
い
る
の
一
が
つ
い
た
と
い
う
明
る
い
一
調
査
で
あ
り
、
こ
円
以
調
査

一

1
1
1
1
11
i
l
l
i
li
-
-ー
ー
ー

一
格
外
品
一
五

O
円
引
き

げ

UVH巳
什
一
ハ
日
帰
任
し
ま
し
た
の
で
上
京
中
の
主
左
要
務
に

つ
一

日

延

長

ん

が

け
れ

一れ

ね

ば

一

一

脱

出

刊

石

川

抗

日

拾

っ

て

可

制

持

拡

品

川

内

一

「

ナ

カ

セ

ン

プ

ク

」

彰

一A

刺
酬
は
ん
ぶ
詩
碑

問

UNd-m設
計

一議

官

刊

誌

は

一附

諮

問

ド

m
l
t
ι
ー
は
同
問
N
J限
引

げ

リ

ね

民

よ

明

和

問

情

的

一

水

稲

奨

励

品

種

に

採

用

一

L
4
1
F
i

zzg会
舘
で
開
一
O

民
間
飛
行
場
止
海
一建
法
遡
用
に
際
し
て
十
分
一

近

〈

食

品

裂

の

一

費

取

編

り

玉

、

妻

、
正
規
の
手
一

「
ク

セ
シ
ラ
ズ
は
療
止
」

一叩

刊

誌

円

V
岡
山
時

閣
さ
れ
る

の
で
、
三
れ
に

一上
自
衛
隊
の
航
空
基
地

竺

の
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
よ
一

/

・

町

一Y
J
l
d

，

一
続
を
し
て
販
売
、
並
び

に
一長
崎
県
告
示
第
守
百
七
十
一
お
よ
び
販
売
D
趨
正
化
を

f

刷

町

村

い

間

以

訪

問
一
わ

れ

v
d
Mね
れ
一

μ
J
h
d
d
uぺ
川
一

未

口

胞

の

方

-
は

急

い

て

ぺ

.

に

さ

い

一
河
川
口
三
よ
フ
お
踊
一
言
山
中
日

γ
問
問
い
一

照

射

先

手

当

日

時

一

一

油

一
川
一一
刊

誌

間
発
し
た
。

一十
分
で
あ
っ
た

の
で
促
進
一
が
、
全
国
市
長
会
と
し
て
一
魚
介
、
鯨
肉
、
魚
肉
ね
り
一る
よ
、
九
五
月
一
日
付
万一
未
登
山
隊
の
方
が
あ
る
よ
う
一
ハ
保
険
衛
生
課
)
一
水
稲
奨
E
rn
種
と
し
て
「
て
栄
一
極
主
冗
渡
す
場
合
は
必
一三

守
品

一

斗

二
升

途
中
、
土
阪
に

一
泊
し
一
方
K
努
め
た
。

一も
百
七
十
三
団
体
の
協
議
一
盟
品
、
氷
菓
子、

冷
凍
乳

一
「
市
政
だ
よ
り

一
で
お
知
一
で
す。

三
れ
ら
の
販
売

・

一

一

ナ

カ

セ

ン

ゴ

ク

」

を

採

刷

、一
ゃ
検
査
を
受
け
た
け
れ
ば

一q
t
r
u州
一

斗

一
升
瓦
合

医
吋
存
伎
の
郷
土
出
身
先
一
O
i
---全
国
市
回
畏
民
会
の
協
一五
会
を
認
一
め
め
て
金
全
一
闇
園
市
長
会
一
菓
菓
.
在
在
ど

岱
販
売
、
並
び
司じiドド一

τらせ
し
ま
し
.常常

2が、
ま
だ
三
一
並
び
児
行
商
陀

つ
い
て
返

一

一

て

し

「

ク
セ
ご
ジ
ラ
ズ
」
は
奨
去
一な
ら
な
い
こ
と

吃
.た2+
在2
江

2つ
て主
-炉配一外外
μ
川
お
工び未歪仇検慨

I

査査
u叩

描慧鼎鼎I

に
返
漣
絡
?し

TL市政芝
に
つ

U料杓一刊一
M巾山間か叩知…山…吋出寸叫出恥血思一虫
一日一出叶副副M机一山即問臨…問叩協措一問型…噌旦下と一百
…
月
一
一
一
一
一
一
一
日
間
服
部
出
品
目
は
つ
い
て
い
ま
す
か

一刊記長川和三
一町
一一一一一一
一一
駅
間
一
帯
ー
より訪
れ了

目
弘
前
立
話
耕
一一五
時
盟
諸
問
主
刊
誌
が
主
計
一
(
犬
)
野
犬狩
り
が
行
わ
れ
ま
す

一一
日
出
出
向
日
常
生
話
均
一
刊
行
幻
自
民
一都
認
に
補
助
金

附
属
設
備
で
あ
る
早
庫
、
一
係
十
六
件
、
そ
の
他
十
四
一っ

て
上
京
し
た
の
で
、
目

一
て
い
る
方
も
、
新
ら
し
く
一

/
k

一

一

一

3
れ
ま
す
o

一申
込
品
ほ

7
丹
市
日
ま
て

懸
安
所
解
剖
出
品、

(第108号)りJ: J:: 政市村大(旬刊)昭和 31年 7月 1日

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

(一)

い 在 まめ問来
。いす 、i建fこ

ヒ1"}サ挙 お
うで イj"{七
伺!穴レ葉 月
承 災 ン時八
守n~ t-防日
く訪 Ir:¥.Ji rJ) 

t:認 l鳴 っ参
~ L L t<.議

d.6. 
.qユ投投
管禦票吹
_71終開鳴

ハ II -~・ 了始時
市ー の 刻
同 時午
課間前
、ノ前七

の時

A
投
票
区

A
投
票
所

第
十
四
投
票
区

注
目
町
微
紳
堂
〈
辻
明
町
公
益
質

屋
、hg
ら
、
旧
自
大
村
役
場
あ
と
V

L
L

杭
山
川
律
、
下
杭
加
津
、
昭
和
通

辻
田
町
、
四
小
路
、
新
城
、
松
山

抗
出
津
住
宅
二
区
山
凡
び
川
区

A 
区

域

七
白
川
八
日初

(
日
)
は
参
議
院
選
挙
の
一投
票
日
(
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
)
で
す
。
投
票
用
紙
の
黒
は
地
方
区
、
赤
は
全
同
区
で
す
。
間
違
わ
な
い
よ
う
J

技
州
示
し
て
く
に

さ
ト
。



乙
の
「
市
政
だ
よ
リ
」

可

/

点

。

開

千

四

百

字

詰

前

後

叩

そ

の
貨
車
耕
転
が
営
業
一

L
て

、

ご

反

余

受

け

、

二

へ

寄

附

。

一

一

氏

2
3。
一
デ
ル
衛
生
推
進
の
た
め
消
可
海
岸
国
道
元
ガ
ス
グ
ン
一
月
九
日
竹

Z
J
?一一

に
一
…

τ丹

、

協

同

町

付

時

三

位

制

け

U
C一
供

給

目

印

刷

忠

一

l'Im--L官

暗

号

一

毒

君

主

持

一

誌

記

号

一

わ

れ

、

一

山

花

咋

一

…

山

ぷ

¥

伶

所

、

氏

名

叶

仁

川

…

一

の
つ
め
合
い

2
2
7引
き
連

れ

て

農

場

に

一

忌

明

に

寄

附

一

町

内

等

に

も

寄

附

一

川

l

一
枚
、
百
円
札
九
枚
ト
円
一
市
営
競
艇
場
審
判
事
務
所
一
…

a臨
臥

け

¥

見

守

場

合

は

探

川

…

問

問

料

配

比

一

時

十

町

内

時

打

1
一
社
会
事
業
費
に
一
汗
日
目
灯
例
日
間
肘
一

…紘
一
-
一
寸
吻

…

一M
I
M
-
-側
諸
仁
一
川
口
一
民
間
臥
川
一
一

-

d

点
縦
択
h
H
@投
稿
M
H
大
村
市
民
に
限
る
川
で
あ
り
ま
す
。
一
国
土
建
設
、
主
目
的
資
源
確
昭
和
一
一十
一
年
同
月
か
ら
一
明
医
、
六
月
二
十
一
日
市
一
A
現
金
七
千
一
一
百
円
〈
千
一
六
日
、
池
田
射
撃
場
パ
ス
一
て
あ
り
ま
す
。
一
一

m
s
i
z
-
-
2
5
2
2
3
3
2
3
5
2
2
2
2
2
2
h
議
会
で
は
、
三
の
意
味
の
一
保
の
た
め
の
努
力
ば
、
郷
-六
月
ま
で
に
・
本
市
社
会
事
一
社
会
事
空
費
に
金
壱
千
閥
↑同
札
じ
枚
、
百
円
札
二
枚

-停
留
所
附
近
で
、

A
現
金
一

戸、
↑
へ
付
警
察
首
J

一一

一
箱
つ
民
を
楊
子
?
?
く
答
弁
を
致
し
て
%
り
ま
す
一
土
人
の
均
し
く
感
銘
す
る
↑
害
対
し
て
大
口
寄
附
を
羽
川
川
川
川
川
什
川
川
川
川
川
川
川
川
川

1
1
I
l
l
-
-
I
l
i
l
i
-
-
-

貧
農
の
声
了
、
フ
在
考
え
方
を
持
セ
れ

一つ
ま
わ
農
業
経
営
じ
せ
よ
了
こ
ろ
で
あ
る
。
一
き
れ
た
方
は
次
の
と
お
生
年
月
日
品
目
，
d
F
h時
」
副
作
笠
一
間
利
一
一
一
十
年
十
月
か
ら
全
一
一
一
十
一
年
一
一
一
月
ま
で
中
央
保
育
所

現
rη
禁
固
の
農
業
一
る
よ
感
心
で
た
い
主
思
他
の
営
業
に
せ
よ
、
所
得
一
こ
の
反
商
努
力

2
2
5
2
0

一一

一

一

l
l
1
1
1
1
寸
1
1
7
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4・I
l
l
i
-
-

詰

け

日

吉

f
L語

読

江

一

立

日

立

革

新

号

車

一

一

一

一

二

一

一

一

一言

伊

勢

す

人

会

貝

二

戸

川

子

は

R
H
R
M一い

い

一い

ら
れ
た
排
噌
帽
積
で
明
墾
一
の
動
力
機
の
購
入
で
き

一一
一
詩
情
約
一
一
前
払
一
一
一
一
…
一
院
純
一
日
比
一
一
一

M
M訪
れ
一
小
姓
小
路
一
一
一
一
一
二
三
一雑
館
二
四
鋤
一
本
小
路
五

0
7
;一一一一
o一
一
一
一
;
風
純

一
五
O

コ
一取
材
諒
訪
一
油
関
基
和
一
児
童
へ

よ

掛

声

だ

け

主

主

ろ

資

力

の

あ

る

人

に

は

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

l
l上
1
1
1
1
1
7
1
1
1
7
1
1
1
一

一

い
k
う
で
あ
り
ま
す
が
こ
一

r
L
E
し
購
わ
せ
て
、
一
主
い
う

E
は

、

現

行

法

一

場

合

が

多

い

の

で

あ

る

。

一

一

一

グ

一

七

一雑誌一
=
0
加一

一
某

氏

二

百

山

一

一

落

雁

一

一
O
四

十

役

所

「

|

|

|

「

バ

|

れ
位
ぜ
ば
到
底
簿
登
つ
一
改
良
農
法

5
3
7は
不
可
時
で
あ
り
ま
す
一
之
、
議
の
受
際
も
厚
一
敬
老
院
に
贈
物
ご

f
一一

一塁
五
加
一

;
ι
T
L
Tド
R
I
f
-
-
-
l
l「l
l

一

出

抑

制

郡

山

…

諮

問

一

寸

諮

問

一

一

縦

一

一

一

一

年

叫

ん

一

一

一

一

一

市

出

市

用

語

誌

崎

川

崎

ほ

一

位

仁

詩

臨

時

一

体

も

、

そ

れ

ら

の

課

税

一

博

多

3Jit--泊・
刈
混
同

γ
v
b席
減
ト
ド
伽
ほ
長
h
l誠
一

ー

グ

ャ

一

里

子

:

司

U一
久
保
川
万
里

一
グ
り
ス
マ
ス
用

計

約

肘

[

一

日

ー

で

は

あ

り

ま

せ

ん

一

5
2
5
2一

保

育

児

童

へ

贈

物

池

田

保

育

所

寸

一引

一

432JEu-ー

親
が
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
一
そ
れ

E
a
t
-一

は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
百
な
し
吃
品
性
の
向
上
主
寸

l
J
I
l
l
J
I
l
l
J
1
1
4
I
l
l
i
-
-
f
l
I
T
-
-
一|
|
|

一

11
1
1
一

一

恥

江

川

f
町

民

一

肌

制

沿

い

コ

説

的

一

言

語

付

言

す

る

と

い

ヲ

周

で

あ

一

一

何

百

止

に

一

同

戸

崎

一

一

い

市

川

一片

匁

F
随一は
ほ

r
l

Eと

刊

誌

い

一

刊

誌

が

諒

一

同

刊

誌

な

い

一

諮

問

刊

誌

は

慢

に

百

川

七

日

一

週
川
一

l

i

l

l

-

一

一

ド

ト

百

11Fト。
「

i
r
-
-「
γー

な

り

誌

は

け

は

一

知

計

れ

れ

れ

訪

一

目

立

立

ω一
日

計

峰

山

時

間

一片

い

戸

い

高

市

川

一

む
開
一

?
i
i
t一一

τ一川
一は

か

止

大
一
緒
一六

村

市

一
市

長

一
三

一

川

で
は
た
休
明
畑
各
々
へ
一
徴
税
す
る
主
ヲ
御
考
慮
闘
に
つ
い
て
は
税
以
外
の
一
言
そ
の
他
つ
公
共
地
一丁

ぃ

汗

卜

日

山

一

i
-B
E
F
a
i
-
-

オ

川

町

一

l
i
-
-訂
引

反
乃
至
一
町
位
侍
っ
て
明
一
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
一
方
法
、
た
k
え
ば
農
業
政
一
設
「
」
対
す
る
奉
仕
作
業
主
一
会

一

飴

一相
生
長
引
一

一一一一一
・
七
一
花

苛

豆
O
本
以
上
百
小

企

久
保
川
万
里

一
矢
本
け
し

円

以

品

川

説

明

同

一

(

一

貧

捷

二

ほ

れ

旬

以

悶

創

刊

一

軒

目

削

れ

れ

尚

北

川

一

計

J
~
U
i司
む

一

一
寸
1
1
L

引
斗
ト

11悶
可

七

町

一

も

仲

げ

て

お

り

ま

す

が

、

一

門

お

答

え

】

一

き

ま

す

。

一

る

な

員

遣

を

感

激

さ

せ

孟

i
j」
J
J十
1

ォリ
1L

I--JIlli--

二、

一三
反
h
ら
正
反
桂
一度

一

現

今

勺

農

業

経

営

は

御

誘

一

〈

税

務

課

長

ゾ

一

て

い

る

。

一

一

全

一
せ
ん
べ
い
一
五
O
O
匁

一

八

キ

冒

可

岡

崎

争

地

一
同

上

噴

2
1自
給
自
足
も
甚
だ
一
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

T
I
l
l
-
-
一
文
化
に
お
く
札
、
教
謙
二
|
|
丁

l
i
l
-
-一

l
i
l
i-
-
-

悶
維
で
何
時
ま
で
も
粛
と
し
た
が
っ
℃
、
将
来
の
捷
一
美
わ
し
い
家
庭
一
師
に
と
惜
し
い
農
何
で
、
一
一
全

一
み
か
ん

一
A
O
O
匁
一

一

3
大
村
酎
小

一
久
保
川
万
里

k
ら
在
い
の
が
常
で
あ
り
一
業
経
営
じ
つ
い
〈

2
兵

一

一

三

D
よ
う
な
一
家
ポ
存
在
ニ

1
1
1下
l
l上
ー
ー
ー
上

1
1
1
1
1
11裕
一

一
も
関
心
を
も
た
ず
ら
を
得
一
一
家
全
部
が
部
落
の
鏡
一
す
る
こ
と
は
、
実
に
幸
い
一
一
全

一
ゴ
ム
風
純

一
五
五

三

一

個

-古
汀

そ
れ
で
零
細
農
家
ヲ
伸
び
一
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一今

宮

燭

清

原

績

調

氏

ゐ

一

で

あ

る

。

一

|

l
h
h
い

に

い

一

|

|

百

団

地

る
遭
は
へ
灯
、
高
り
は
勿
一
長
近
農
家
に
お
い
て
は
経

一才
、
夫
婦
、
子
供
ベ
名
J

一
現
在
の
日
本
で
、
長

は
七
月
二
日
市
民
課
か
ら
選
付
し
ま
し
た
。

昭和 31年 7月 1円(旬刊)りよアゴ

禰

祉

事

務

所

昆

侠
図
夫
人
外
数
名

政K
H
 

一r'村

全

腕

大

全
調

L
就
学
児
へ
「
別
H
H

!
。
会
」
阻
念
贈
与

(第108号)

溝
上
太
久
馬

一哨
晴
ケ
ッ
ト

b = 

1¥ i 

尾

上

一
雄

一池
図

十
区

戸、

= 

五

O

間三

中

島

加

久

馬
場
書
膚

市
立
病
院

大村ボート

7月 1$ 2. 3. 
1. 8. 9. 10. 
14. 15. 16. 17. 

グ
節
分
豆
ま
さ

三
月
ひ
な
祭
周

お
別
れ
会
。
給

食
に
用
う

お
凋
れ
会

記
念
品
と
し
て

グ
就
隼
児
童
へ

終
了
記
念
に
寄
贈

考


